
PDVIA
日本語マ ニュアル

概要

RIOWORKSTM PDVIA マザーボー ド をお買い上げ頂きま し てま こ とにあ りがと う ございます。 PDVIA は VIA Apollo
Pro 133Aチ ッ プセ ッ ト を搭載し たデュアルスロ ッ ト 1 の ３ ７ ０ ATXマザーボー ド です。 PDVIA には 66/100/133MHz の

FSB に対応し た Intel®Pentium™ Ⅱ/III 300MHz~1GHz+ を ２ 台搭載する こ とができます。 AGPバスは AGP 2 倍／ 4 倍に対

応し てお り、 最大1066 MB／秒のデータ転送率を実現し ます。 メ モ リはユーザーの使用目的によ り SDRAM 及び VCM
DRAMを最大2GB （ FSB=133の場合は 1.5GB ） まで搭載可能です。 オンボー ド Symbios Dual Channel Wide/Ultra3 SCSI コ

ン ト ローラ （ PDVIA-LS のみ ） は １ 6 ０ ＭＢ／秒とい う最速のデータ転送速度を提供し ます。

PDVIAの パ ッ ケ ー ジ の 開 封

PDVIA のパッ ケージを開封し、 以下の物が揃っている こ と を確認し て く だ さい。

 PDVIA マザーボー ド 1 枚

 ATA/66 IDE フ ラ ッ ト ケーブル 1 本

 フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブ用ケーブル 1 本

 予備ジ ャ ンパキャ ッ プ入りの袋

 英語マニュアル

 ド ラ イバソ フ ト 及びユーテ ィ リ テ ィ 収録し たCD-ROM １ 枚

 保証書 １ 枚

 
1 つで も欠品がある場合は販売店にお問合せ く だ さい。

マ ニ ュ ア ル に つ い て

当マニュアルは PDVIA マザーボー ド について詳し く 記載し ています。 設定の手順はマニュアルに従って く だ さい。

特に 「重要」 、 「警告」 及び 「メ モ」 マークのついた事項は注意深 く お読み く だ さい。



PDVIAの 主 な 特 徴

CPU: 

FSB 66/100/133MHz の SLOT-1 Intel®Pentium™ Ⅱ/III 300MHz~1GHz+ に対応し ています。 オンボ

ー ドのスロ ッ ト 1 にはＣ Ｐ Ｕ をシングルまたはデュアルで搭載できます。

チ ッ プ セ ッ ト : 

PDVIA にはVIA Apollo Pro 133A チ ッ プセ ッ ト を採用し ています。 このチ ッ プセ ッ ト は32ビ ッ ト AGP／32ビ ッ ト

PCI ／64ビ ッ ト DRAMコ ン ト ローラ を含む様々な機能を提供し ます。 このチ ッ プセ ッ ト によ り CPUのFront Side Bus
(FSB) は  66/100MHzおよび133 MHz とい う高ク ロ ッ クに対応し ています。 更にこのApollo Pro 133Aチ ッ プセ ッ ト

は Ultra DMA 33/66 EIDE 、 USB、 PS2 キーボー ド / マウスをサポー ト し ます。 CMOS／RTCはチ ッ プセ ッ ト に内蔵

し ています。  

DRAM: 

４ つの 168-pin DIMM メ モ リ ソケ ッ ト は最大 ２ GB まで （ FSB=133の場合は最大 1.5GB まで ） の PC100 または

PC133 SDRAM 及び VCM DRAM をサポー ト し ます。 使用可能な メ モ リ モジュールは

32、 64、 128 、 256 、 512MB の 5 種類と な り ます。

拡 張 ス ロ ッ ト : 

このマザーボー ド には ６ つの32ビ ッ ト PCI スロ ッ ト と 1 つのAGPスロ ッ ト があ り ます。 PCI バスでは最大 132MB
／秒のデータ転送が可能です。 そ し てAGPスロ ッ ト には高速な次世代のグラ フ ィ ッ クボー ド を取り付ける こ とが可

能で、 データ転送率は 1066MB ／秒まで対応し ています。 PDVIA のAGPはＡ Ｄ と Ｓ Ｂ Ａ信号のために 2 倍速／ 4

倍速モー ドが使用できます。

オ ン ボ ー ド SCSI （ PDVIA-LS の み ） :

PDVIA-LS には Symbios 53C1010 Ultra3 コ ン ト ローラ を搭載し ています。 Dual-channel Ultra3 コ ン ト ローラは32ビ

ッ ト Ｐ Ｃ Ｉ イ ン ターフ ェースを使い、 各チャ ンネル毎に160MB／秒のデータ転送が可能です。

Ultra3 SCSIチャ ンネルは独立し た 2 つのシングル SCSI と し てもLVD(low-voltage differential) と し てもお使い

いただけます。

拡 張 ACPI: 

Windows 98/NT/2000 の ACPI に完全に 対 応 し て お り 、 ソ フ ト オ フ 、 Wake-On-Ring 及 び Wake-On-LAN を サ ポ ー ト し ま す。

Wake-On-Modem: 

WOM コネク タ を持つ PCI 内蔵モデムカー ド を使用する と モデムを利用し た本体のレジュームが可能です。 BIOS
の Power Management Setup で ” Modem Ring  Resume” を ” Enabled” に設定する必要があ り ます。

Wake-On-LAN: 

WOL コネク タ を持つ PCI の LAN カー ド を使用する と LAN を経由し た本体のレジュームが可能です。 BIOS の

Power Management Setup で ” Wake Up On  LAN” を ” Enabled” に設定する必要があ り ます。

Wake-On-Ring:

外付けのモデムを使用し COM ポー ト を経由し た本体のレジュームが可能です。 BIOS の Power Management Setup
で ” Modem Ring  Resume” を ” Enabled” に設定する必要があ り ます。

ハー ド ウ ェ ア モ ニ タ :

当マザーボー ドのハー ド ウ ェ アモニ タ及び付属の RIOWORKSTM 　 “ SmartWatch” ソ フ ト では本体内部のファン

の回転監視、 温度監視及び電圧監視を行う こ とが出来ます。 。

Desktop Management Interface (DMI): 

BIOS を通 じ て DMI に 対 応 し て い ま す。 DMI はOS とハー ド ウ ェ ア間で通信 を行 う た め の互換性の 高 い標準プ ロ ト コ ル

で す。



PC 99 Compliant: 

PDVIA マ ザ ー ボ ー ド は Microsoft の PC99規格に BIOS レ ベル 及 びハー ド ウ ェ ア レ ベル で適合 し て い ま す。

Ultra DMA 33/66 バ ス マ ス タ  IDE: 

オンボー ドの 2 つの IDE チャネルは Ultra DMA 66/33 をサポー ト し高速なデータ転送を実現し ます。 PIO モー ド

3 、 4 、 バスマス タ DMA モー ド ４やエンハンス ド IDE にも対応し てお り、 様々な機器を接続する こ とが出来ます。

BIOS は IDE のCD-ROMからの起動にも対応し ています。

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク コ ン ト ロ ー ラ : 

オンボー ドのフ ロ ッ ピーデ ィ ス ク コ ン ト ローラは、 通常の 3.5 イ ンチ (1.44MB または 2.88MB) に対応し、 更に日

本では標準の ３ モー ド (1.44MB,1.2MB,720KB) 及びLS-120デ ィ スク ド ラ イブ (3.5 イ ンチ 120MB) にも対応し て

います。

ス ー パ ー マ ル チ I/O: 

I/O コ ン ト ローラは 2 つの高速 UART互換シ リ アルポー ト と、 EPP 、 ECP互換のパラレルポー ト を提供し ま

す。 また UART2 はCOM2 ポー ト をワイヤレス通信のための IrDA ポー ト と し て使用出来ます。

IPMI 機 能コネクタ : 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface) コネク タ と IPMI ア ド オンボー ド を接続する こ と で Ｃ Ｐ Ｕ、

Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ、 Ｏ Ｓ とは関係な く 独自にシステムの監視 ・ ログ出力 ・復旧を行う こ とができます。 プ ラ ッ ト フォーム

管理はシステムがパワーダウン状態でも機能し ます。 RIOWORKS マネジ メ ン ト ボー ド については販売店にお問

い合わせ く だ さい。

メ モ

Single CPU でお使いの時は  CPUスロ ッ ト ０ に取り付けて下さい。 このと きCPUスロ ッ ト １ にターミネータは

必要あ り ません。

情 報 の 入 手 方 法

マニュアル内の記載事項の他に更に情報が必要な場合は以下の方法で、 情報入手が可能です :
 RIOWORKS 社のイ ン ターネ ッ トホームページwww.rioworks.com  にア クセス し PDVIA のページから、 ジ ャ ンパ

設定、 最新 BIOS または更新されたマニュアル ( 英語 ) を入手する こ とが出来ます。

 問題が生じた際にはホームページのFAQをご覧 く だ さい。 同様の問題と その対処方法が記載されている場合があ

り ます。

         faq@rioworks.com      に メ ールを出すこ と で、 返答を得る こ とが出来ます。

※ 日 本 語 の サ ポ ー ト に つ い て は 　 japan@rioworks.com に メ ー ル を お 寄 せ く だ さ い 。

mailto:faq@rioworks.com
http://www.rioworks.com/


第 1章　ハー ド ウ ェ アの設定

この章ではＣ Ｐ Ｕやその他ハー ド ウ ェ アの接続等、 Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａの設定方法を説明し ます。

設定の手順

設定は 6 つの手順に分かれます。

ステ ッ プ 1 ： ジ ャ ンパのセ ッ ト

ステ ッ プ ２ ： メ モ リの取り付け

ステ ッ プ ３ ： Ｃ Ｐ Ｕの取り付け

ステ ッ プ ４ ： ケーブルの接続

ステ ッ プ ５ ：拡張カー ドの取り付け

ステ ッ プ ６ ： 電源投入

警告

　 このマザーボー ド には繊細な電子部品を搭載し ているため、 静電気で容易に故障し ます。 記載事項を守り マザーボ

ー ドの取り扱いには細心の注意を払って く だ さい。 マザーボー ド に触る前に他の金属に触り、 体内の静電気を放出

　 し て く だ さい。

ステ ッ プ 1 ： ジ ャ ンパのセ ッ ト

このマザーボー ド には 2 つのジ ャ ンパがあ り ます。

アイテム ジ ャ ンパ ページ

1 リ アルタ イムク ロ ッ ク （ Ｒ Ｔ Ｃ ） Ｒ Ａ Ｍのク リ アジ ャ ンパ （ Ｃ Ｌ Ｒ Ｔ Ｃ ） 1－２

2 フ ロン ト サイ ドバス （ Ｆ Ｓ Ｂ ） の設定ジ ャ ンパ （ Ｃ Ｎ ６ ） １－３

１ ． リ アルタ イムク ロ ッ ク （ Ｒ Ｔ Ｃ ） Ｒ Ａ Ｍのク リ アジ ャ ンパ （ Ｃ Ｌ Ｒ Ｔ Ｃ ）

　 　 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの情報はすべて Ｃ ＭＯ Ｓ 　 Ｒ Ａ Ｍに保存し ます。 Ｃ ＭＯ Ｓ 　 Ｒ Ａ Ｍはボタ ン電池で記憶を保持し ます。

　 　 　通常はＲ Ｔ Ｃデータ を保持するためにピン １ と ピン ２ にキャ ッ プを被せシ ョー ト させておきます。 Ｃ ＭＯ Ｓの

内容を消去する場合のみピン ２ と ピン ３ をシ ョー ト させて く だ さい。

メ モ

　 Ｒ Ｔ Ｃデータ を ク リ アするには以下の手順に従って く だ さい。

　 （ １ ） パソ コ ン本体の電源を切って く だ さい。

（ ２ ） ピン ２ と ピン ３ を ２ 秒以上シ ョー ト させて く だ さい。

　 （ ３ ） ピン １ と ピン ２ にジ ャ ンパを戻し て く だ さい。

　 （ ４ ） パソ コ ンの電源を入れて く だ さい。

　 （ ５ ） システム起動中に <Delete> キーを押し、 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定を行って く だ さい。

　

２ ． フ ロン ト サイ ドバス （ Ｆ Ｓ Ｂ ） の設定ジ ャ ンパ （ 2  2-pin jumper ）

　 　 　 このジ ャ ンパの設定に従い Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ” Clk/Voltage” メ ニューの ” CPU Host Clock”

が決ま り ます。 （ ページ ２－３ ４ を参照し て く だ さい ） これはオーバーク ロ ッ クの目的でのみ使用し ます。

オーバーク ロ ッ クによる ト ラ ブルは保証外と な り ますので予めご了承 く だ さい。

J13 J12 説明

ク ローズ ク ローズ Ｃ Ｐ Ｕの Ｆ Ｓ Ｂ周波数をシステムが自動的に検知し ます。 （ デフォル ト ）

ク ローズ オープン Ｆ Ｓ Ｂ を 66MHz から 100Mhz に強制変更し ます。

オープン ク ローズ 設定はあ り ません

オープン オープン Ｆ Ｓ Ｂ を 100MHzから 133Mhz に強制変更し ます。

ステ ッ プ ２ ： メ モ リの取り付け

Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ ＡはDual Inline Memory Modules （ Ｄ Ｉ ＭＭ ） を使用し ます。 ４ つのＤ Ｉ ＭＭスロ ッ ト には ３ ． ３ ボル ト

バッ ファな しの Synchronous Dynamic Random Access Memory （ Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ） が使用できます。

３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢのＳ Ｄ Ｒ Ａ Ｍを組み合わせて、 合計で ３ ２ ＭＢから ２ ＧＢ までの使用が可

能です。 Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ ではＶ Ｃ Ｍ 　 Ｄ Ｒ Ａ Ｍも使用できます。



重要

□ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ 　 Ｐ Ｃ １ ０ ０規格またはＰ Ｃ １ ３ ３規格に準拠し たバッ フ ァな し Ｓ Ｄ Ｒ Ａ ＭまたはＶ Ｃ Ｍ 　 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ

だけを使用し て く だ さい。 Ｐ Ｃ １ ０ ０ ／Ｐ Ｃ １ ３ ３ 以外のメ モ リ を使用する と厳密なデータの受け渡し タ イ ミン

グが　合わずシステムが起動し ない場合があ り ます。

　□Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と Ｖ Ｃ Ｍ 　 Ｄ Ｒ Ａ Ｍを混用する こ とはできません。

メ モ リは以下の組み合わせで取り付けて く だ さい。

Ｆ Ｓ Ｂ＝１ ０ ０ の場合

Ｄ Ｉ ＭＭスロ ッ ト 使用可能な メ モ リサイズ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ０ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ ， １ ＧＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 １ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ ， １ ＧＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ２ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ３ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ

合計 ３ ２ ＭＢ （ Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ０ スロ ッ ト のみ使用 ）から ２ ＧＢ （ ５ １ ２ ＭＢ メ モ リ ×
４ 枚、 または、 １ ＧＢ メ モ リ × ２ 枚 ） まで

Ｆ Ｓ Ｂ＝１ ３ ３ の場合

Ｄ Ｉ ＭＭスロ ッ ト 使用可能な メ モ リサイズ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ０ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ ， １ ＧＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 １ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ

Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ２ ３ ２ ， ６ ４ ， １ ２ ８ ， ２ ５ ６ ， ５ １ ２ ＭＢ

合計 ３ ２ ＭＢ （ Ｄ Ｉ ＭＭ 　 ０ スロ ッ ト のみ使用 ）から １ ． ５ Ｇ Ｂ （ ５ １ ２ ＭＢ メ

モ リ × ３ 枚、 または、 １ ＧＢ メ モ リ × １ 枚＋５ １ ２ ＭＢ メ モ リ ×1 枚 ） まで

１ ． Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ ＡのＤ Ｉ ＭＭスロ ッ ト の位置を確認し て く だ さい。

２ ． Ｄ Ｉ ＭＭモジュールの両脇に １ つずつ、 下部には ２ つの切り欠けがあ り ます。 下部の切り欠けは ２ ０ ピン、 ６ ０

ピン、 ８ ８ピンで分かれてお り、 正しい位置でなければＤ Ｉ ＭＭスロ ッ ト に差し込めないよ う にな っています。

３ ．切り欠けの位置を合わせたら両手を使ってま っすぐに差し込んで く だ さい。 正しい位置に収まる と Ｄ Ｉ ＭＭスロ

ッ ト のタ ブがモジュールの両脇にある切り欠けに入り ロ ッ ク し ます。

４ ． ２ 枚目以降も同様の手順で取り付けて く だ さい。

ステ ッ プ ３ ： Ｃ Ｐ Ｕの取り付け

Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ には Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ 　スロ ッ ト 1 　 Ｐ ｅ ｎ ｔ ｉ ｕ ｍⅡ /Ⅲ 　 ３ ０ ０ ＭＨ ｚ ～１ ＧＨ ｚ プロセ ッサに対応し た リ テ

ンシ ョ ン機構を ２ つ搭載し ています。

１ ．まずリ テンシ ョ ンハン ドルを持ち上げて く だ さい。

２ ． Ｃ Ｐ Ｕにヒー ト シン ク を取り付けて く だ さい。

３ ． Ｃ Ｐ Ｕ フ ァンの電源コネク タ を接続し て く だ さい。

４ ． Ｃ Ｐ Ｕ クーラーが VIA APOLLO PRO 133A チ ッ プセ ッ ト側を向 く よ う に Ｃ Ｐ Ｕ を挿し、 Ｓ Ｅ Ｃカー ト リ ッ ジの両側

にあるツメ をカチ ッ と音がするまで押し込んで く だ さい。

5 ．ロ ッ ク を上にスラ イ ド させて Ｃ Ｐ Ｕ を し っかり と固定し て く だ さい。

  



ステ ッ プ ４ ： ケーブルの接続

この章ではＰ Ｄ Ｖ Ｉ Ａの各種コネク タ について説明し ます。 レイアウ ト図を見ながらコネク タの位置を確認し て く だ

さい。

アイテム コネク タ ページ

1 Ａ Ｔ Ｘ電源コネク タ 1－１

１

2 フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブ コネク タ １－１

１

３ プ ラ イマ リ／セカンダリ Ｉ Ｄ Ｅ コネク タ 1－１

２

４ Ultra / Ultra Wide / Ultra2,3 コネク タ (PDVIA-LSのみ ) １－１

３

５ リ セ ッ ト スイ ッ チ 1－１

４

６ Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ハー ド デ ィ ス ク活動Ｌ Ｅ Ｄ １－１

４

７ ハー ド デ ィ ス ク活動Ｌ Ｅ Ｄ 1－１

４

８ スピーカーコネク タ １－１

５

９ Ａ Ｔ Ｘ電源スイ ッ チ／ソ フ ト パワースイ ッ チ 1－１

５

１ ０ システムパワー Ｌ Ｅ Ｄ １－１

５

１ １ ケース フ ァン ・ Ｃ Ｐ Ｕ フ ァン ・予備ファン コネク タ 1－１

５

１ ２ Ｉ ｒ Ｄ Ａ準拠赤外線モジュールコネク タ １－１

６

１ ３ Ｗａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ 1－１

７

１ ４ Ｐ Ｓ／ ２ マウスコネク タ １－１

７

１ ５ Ｐ Ｓ／ ２ キーボー ド コネク タ 1－１

８

１ ６ Ｕ Ｓ Ｂ (Universal Serial Bus)ポー ト １＆２ １－１

８

１ ７ パラレルポー ト コネク タ 1－１

９

１ ８ シ リ アルポー ト コネク タ ＣＯＭ １＆ＣＯＭ ２ 1－１

９

１ ９ Ｌ Ａ Ｎ (Local Area Network) コネク タ (PDVIA-LSのみ ) １－２

０

２ ０ 温度感知コネク タ 1－２

０

２ １ Ｉ Ｐ Ｍ Ｉ コネク タ １－２

１

１ ． Ｔ Ｘ電源コネク タ (20-pin ATXpwr)

　 　 　 このコネク タに Ａ Ｔ Ｘ電源からのケーブルを接続し ます。 コネク タの向きを確認し て差し込んで く だ さい。

　 　 　Ｗ ａ ｋ ｅ Ｏ ｎ Ｌ ａ ｎの５ボル ト ス タ ンバイケーブル (+5VSB) を使用する場合はＡ Ｔ Ｘ電源から最低でも ７ ２ ０

　 　 　ｍＡの供給が必要です。

２ ． フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブ コネク タ (34-pin FLOPPY)

　 　 　 このコネク タにはフ ロ ッ ピーデ ィ ス ク ド ラ イブ用のフ ラ ッ ト ケーブルを接続し ます。 １ ピンの位置を合わせて



　 　 　ケーブルの一方を このコネク タに、 も う一方を フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク ド ラ イブに接続し て く だ さい。

３ ．プ ラ イマ リ／セカンダリ Ｉ Ｄ Ｅ コネク タ (Two 40-pin IDE)

　 　 　 このケーブルに Ｉ Ｄ Ｅハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブ用フ ラ ッ ト ケーブルを接続し ます。 １ ピンの位置を合わせてケ

ーブルの一方を このコネク タ に、 も う一方をハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブに接続し て く だ さい。 １ 本のケーブルに

　 　 　二台のハー ド デ ィ スク を接続する場合、 先端に接続し たハー ド デ ィ スクのジ ャ ンパはマス タに設定し、 ケーブ

ルの中間のコネク タに接続し たハー ド デ ィ スクのジ ャ ンパはスレーブに設定し て く だ さい。 ジ ャ ンパの設定は

ハー ド デ ィ ス クの取扱説明書に従って く だ さい。 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定によ り Ｉ Ｄ Ｅハー ド デ ィ スク ド ラ イ ブまたは

　 　 　 Ａ Ｔ Ａ Ｐ Ｉ 　 Ｃ Ｄ－ＲＯＭ ド ラ イ ブからシステムを起動できます。 （第２章 ” Advanced BIOS Features” を参

照し て く だ さい。 ） ケーブルを接続する向きを間違えないよ う にコネク タのピン ２ ０ の位置は塞がっています。

ヒン ト

　 ２ 本のフ ラ ッ ト ケーブルを使用する こ と で ２ つのハー ド デ ィ スク を ２ つの Ｉ Ｄ Ｅチャ ンネルにそれぞれマス

タ で接続する こ とができます。

重要

　 Ａ Ｔ Ａ／ ６ ６ の機能を使う にはＡ Ｔ Ａ／ ６ ６ 用のケーブルを使用し て く だ さい。

４ ． Ultra(50 pins) / Ultra Wide(68 pins) / Ultra2,3(68 pin) コネク タ (PDVIA-LSのみ )
   　 　 Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ には 8 ビ ッ ト デバイスのための50ピン Ultra SCSI 、 16ビ ッ ト デバイスのための68ピン Ultra Wide SCSI

およびUltra 2,3 SCSIを搭載し ています。

　 　 　重要

　 　 　 　 68ピン Ultra Wide SCSI コネク タには終端抵抗が必要です。

５ ． リ セ ッ ト スイ ッ チ (RESET)

　 　 　 この ２ つのピンにはパソ コ ンケースのリ セ ッ ト スイ ッ チを接続し ます。 電源のオン／オフ を行わず電気的負荷

　 　 　が少ないため通常の再起動には電源ボタ ンではな く リ セ ッ ト ボタ ンを使います。

６ ． Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ハー ド デ ィ ス ク活動Ｌ Ｅ Ｄ (4-pin SCSI_HDR, for optional)

　 　 　 このコネク タにはパソ コ ンケースにある Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ ハー ド デ ィ スク用 Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続し ます。 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ 機器が

読み書きを行う と ケースの前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯し ます。

７ ．ハー ド デ ィ ス ク活動Ｌ Ｅ Ｄ (2-pin HDD_LED)

　 　 　 このコネク タにはパソ コ ンケースにある Ｉ Ｄ Ｅハー ド デ ィ スク用 Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続し ます。 プ ラ イマ リ／セカ

ンダリ を問わずハー ド デ ィ ス クが読み書きを行う と ケースの前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯し ます。

８ ．スピーカーコネク タ (4-pin SPEAKER)

ピン １ と ピン ２ にジ ャ ンパキャ ッ プを被せる と マザーボー ド上のブザーが鳴り ます。 パソ コ ンケースのスピー

カ－を鳴らすにはキャ ッ プを外し てスピーカーケーブルを接続し て く だ さい。

９ ． Ａ Ｔ Ｘ電源スイ ッ チ／ソ フ ト パワースイ ッ チ (2-pin PWR_SW)

　 　 　 このコネク タにはパソ コ ンケースにある電源スイ ッ チ端子を接続し ます。 システム起動中に電源ボタ ンを押す

と ス リープモー ド にな り、 も う一度押すと ス リープモー ド を解除し ます。 ４ 秒以上押し続けた場合は電源を強

制的に切断し ます。

１ ０ ．システムパワー Ｌ Ｅ Ｄ (3-pin PWR_LED)

　 　 　 　 このコネク タ にはパソ コ ンケースにあるシステムパワー Ｌ Ｅ Ｄ端子を接続し ます。 システムが起動中は Ｌ Ｅ

Ｄが点灯し ます。 ス リ ープモー ドの場合は Ｌ Ｅ Ｄが点滅し ます。

１ １ ．ケースフ ァン ・ Ｃ Ｐ Ｕ ファン ・予備ファン コネク タ (3-pin FAN)

　 　 　 　 クーラーフ ァン用電源コネク タが５箇所にあ り ます。 Ｃ Ｐ Ｕ フ ァン用が ２箇所、 ケースフ ァン用が １箇所、

　 　 　 　予備が ２箇所です。 いずれのコネク タ も ５ ０ ０ｍＡ （ ６Ｗ ） 以下のクーラーフ ァンに対応し ています。 フ ァ

ン メ ーカーによ り コネク タの形状が異なる場合があ り ます。 通常、 赤いケーブルがプ ラス黒いケーブルがマ

イナスです。 極性に注意し て接続し て く だ さい。



　 　 　 　 メ モ

　 　 　 　 　 ファンの回転数を監視するには回転数信号に対応し たピンを持つファンを使用し て く だ さい。

　 　 　 　警告

　 　 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕにフ ァンを取り付けずに電源を入れる と Ｃ Ｐ Ｕ またはマザーボー ドがオーバーヒー ト のため故障し

　 　 　 　 　ます。 またクーラーにフ ラ ッ ト ケーブルが被さ る等Ｃ Ｐ Ｕ周りの換気が不十分な場合、 またはフ ァン コネ

ク タ を取り付ける向きが逆の場合で も故障の原因と な り ます。 フ ァン コネク タはジ ャ ンパではあ り ません。

　 　 　 　 　決し てジ ャ ンパキャ ッ プを被せないで く だ さい。

１ ２ ． Ｉ ｒ Ｄ Ａ準拠赤外線モジュールコネク タ (10-pin IR)

　 　 　 　 このコネク タ にオプシ ョンの Ｉ ｒ Ｄ Ａ ポー ト を接続する と赤外線通信ができます。 この機能を利用するには

　 　 　 　赤外線モジュールをパソ コ ンケースの隙間が開いた部分に取り付けて く だ さい。 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユー

　 　 　 　テ ィ リ テ ィ の ” Integrated Peripherals” で ” UART Mode Select” を ” IrDA” に し て く だ さい。 接続する コネ

　 　 　 　 ク タが １ ０ ピンでも ５ピンで も ピン １ の位置を合わせて取り付けて く だ さい。

　 　 　 　 “

１ ３ ．Ｗ ａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ (3-pin WOL)

　 　 　 　 このコネク タ と Ｌ Ａ Ｎボー ドのＷａ ｋ ｅ－Ｏ ｎ－Ｌ ａ ｎ出力をケーブルで接続し ます。 Ｌ Ａ Ｎボー ドからパ

ケ ッ ト または信号を受け取る と システムが起動し ます。

１ ４ ． Ｐ Ｓ／ ２ マウス コネク タ (6-pin Female)

　 　 　 　 このコネク タ に Ｐ Ｓ／ ２ マウスを接続する と システムはマウスに Ｉ ＲＱ １ ２ を割り当てます。 マウスを接続

　 　 　 　 し ない場合は拡張ボー ドのために Ｉ ＲＱ １ ２ を割り当てる こ とができます。

１ ５ ． Ｐ Ｓ／ ２ キーボー ド コネク タ (6-pin Female)

　 　 　 　 このコネク タ にはＰ Ｓ／ ２ キーボー ド を接続し ます。 Ａ Ｔキーボー ド を使う場合はＡ Ｔ→Ｐ Ｓ／ ２変換コネ

　 　 　 　 ク タが必要です。

１ ６ ． Ｕ Ｓ Ｂ (Universal Serial Bus)ポー ト １＆２ (Two 4-pin Female)

　 　 　 　 こ こにはＵ Ｓ Ｂ機器を接続し ます。

１ ７ ．パラレルポー ト コネク タ (25-pin Female)
　 　 　 　プ リ ン タ等のパラレル機器を接続し ます。 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の ” Integrated Peripherals” で

Ｉ ＲＱを選択する こ とができます。

１ ８ ．シ リ アルポー ト コネク タ Ｃ ＯＭ １＆ＣＯＭ ２ (9-pin Male)

　 　 　 　ポイ ンテ ィ ングデバイス等シ リ アル機器を接続し ます。

１ ９ ． Ｌ Ａ Ｎ (Local Area Network) コネク タ (PDVIA-LSのみ )

　 　 　 　 こ こには １ ０ Ｂ ａ ｓ ｅ－Ｔまたは １ ０ ０ Ｂ ａ ｓ ｅ－Ｔ Ｘ用 Ｌ Ａ Ｎケーブルを接続し ます。 Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ には

ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ ８ ２ ５ ５ ９ イーサネ ッ ト ・ コ ン ト ローラ を搭載し ています。

２ ０ ．温度感知コネク タ (2-pin Thermal)

　 　 　 　マザーボー ド に取り付けたパーツの温度を検知するための温度センサを接続し ます。

２ １ ． Ｉ Ｐ Ｍ Ｉ コネク タ

　 　 　 　 Ｉ Ｐ Ｍ Ｉ 増設ボー ド に接続し ます。 サーバーで監視するために必要なシステム情報を渡し ます。

ステ ッ プ ５ ：拡張カー ドの取り付け

　

警告　

　拡張ボー ド等のパーツを着脱する際は電源を完全に切り、 電源ユニ ッ ト のコ ンセン ト を抜いて く だ さい。 通電し

た状態で着脱を行う とパーツまたはマザーボー ドが故障する場合があ り ます。

１ ．拡張ボー ドの取り付け手順



　 　 １ ． １ 　拡張ボー ドの取扱説明書を読み、 ジ ャ ンパの設定やソ フ ト ウ ェ アの設定を行って く だ さい。

１ ． ２ 　パソ コ ンケースに付いているダミーブ ラケ ッ ト のうち使用するスロ ッ ト の位置にある ものを外し て く

だ さい。 外し たブ ラケ ッ ト は保管し ておいて く だ さい。

　 　 １ ． ３ 　拡張ボー ドのコネク タ と スロ ッ ト の位置を合わせ、 し っかり と差し込んで く だ さい。

　 　 １ ． ４ 　ダミーブ ラケ ッ ト を固定し ていたネジを使って拡張ボー ド をケースに固定し て く だ さい。

　 　 １ ． ５ 　ステ ッ プ ６ の操作を行えば官僚です。 必要に応じて Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ で Ｉ ＲＱや

　 　 　 　 　 　 Ｄ Ｍ Ａの設定を行って く だ さい。

２ ． Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボー ドへの Ｉ ＲＱ割り当て

　 　 　 Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボー ドの Ｉ ＲＱは自動的に割り当てられます。 Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボー ドが要求する Ｉ ＲＱを Ｂ Ｉ Ｏ Ｓが

　 　 　認識し てその Ｉ ＲＱを割り当てます。 も し Ｐ Ｃ Ｉ 拡張ボー ド に割り込み (interrupt) に関するジ ャ ンパがあれば、

Ｉ Ｎ Ｔ Ａ にセ ッ ト し て く だ さい。

ステ ッ プ ６ ： 電源投入

１ ． 付け機器を含めすべての電源が切れている こ と を確認し て く だ さい。 電源スイ ッ チのオフ側に ”○ ” マーク、

オン側に “ － ” マークがついている ものは、 ”○ ” マークが押し込まれた状態である こ と を確認し て く だ さい。

２ ．ジ ャ ンパのセ ッ トやコネク タの接続がすべて完了し たらパソ コ ンケースのカバーを閉じて く だ さい。

　

３ ．パソ コ ン本体の電源ユニ ッ ト にコ ンセン ト ケーブルを接続し て く だ さい。

　

４ ．電源コ ンセン ト はアースするか、 または漏電保護プ ラグに差し て く だ さい。

５ ．以下の順に電源を投入し て く だ さい。

　 　 　①デ ィ スプレー

　 　 　②外付け Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ 機器 （ チ ェ イ ン上の終端機器から ）

　 　 　③その他の外付け機器 （ モデム等 ）

④パソ コ ン本体

　 　 　 Ａ Ｔ Ｘ電源ユニ ッ ト を使用し ている場合はパソ コ ン本体の電源を入れる前に電源ユニ ッ ト の電源を入れて く だ

　 　 　 さい。

６ ．パソ コ ンの電源を入れる と前面パネルの Ｌ Ｅ Ｄが点灯し ます。 デ ィ スプレーがグ リーンモー ドやス タ ンバイ機能

　 　に対応し ている場合は本体Ｌ Ｅ Ｄの次にデ ィ スプレーの Ｌ Ｅ Ｄが点灯し ます。 起動する と システムはパワーオン

　 　セルフ テス ト （ Ｐ Ｏ Ｓ Ｔ ） を行います。 画面にはテス ト結果等い く つかの情報を表示し ます。 電源投入後３ ０ 秒

　 　以内に画面に何も表示し ない場合はＰ Ｏ Ｓ Ｔに失敗し ています。 ジ ャ ンパの設定、 ケーブル類の接続 （緩んでい

ないか、 向きは正しいか ） を確認し て く だ さい。 ピープ音がする場合はド ラ イ ブ類の接続やＢ Ｉ Ｏ Ｓの設定 （ Ｃ

　 　 Ｐ Ｕのク ロ ッ ク設定 ） を見直し て く だ さい。 問題が解決し ないと きはお買い上げの販売店にご相談 く だ さい。

７ ．パワーオンセルフ テス ト （ Ｐ Ｏ Ｓ Ｔ ）中に <Delete> キーを押すと Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定ができます。 （ Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ

　 　 ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます ） 詳細は次章 「Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定」 で説明し ます。

　 　 メ モ

　 　 　本体の電源を切断するには先にＯ Ｓ を終了させ

第 2章　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓのセ ッ ト ア ッ プ

この章ではＲＯＭ 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ に組み込まれた Ａ ｗ ａ ｒ ｄ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ について説明し ます。

このユーテ ィ リ テ ィ によ り システムの基本設定を変更できます。 変更し た設定はＣ ＭＯ Ｓ－Ｒ Ａ Ｍに保存し ます。

電源を切ってもマザーボー ド上の電池によ って Ｃ ＭＯ Ｓ－Ｒ Ａ Ｍの内容は消えずに残り ます。



Ｐ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ には業界標準Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ である Ａ ｗ ａ ｒ ｄ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓのカス タ マイズ版を収録し たＲＯＭを搭載し ています。

Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ （ Ｂ ａ ｓ ｉ ｃ 　 Ｉ ｎ ｐ ｕ ｔ ／Ｏ ｕ ｔ ｐ ｕ ｔ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） はド ラ イブ類やシ リ アル／パラレル ・ポー ト

等の最も低レベルな入出力制御を行います。

Ａ ｗ ａ ｒ ｄ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓはパスワー ド保護等の重要ですが標準ではない機能に対応し てお り、 システム全体を制御する

チ ッ プセ ッ ト の性能をよ り向上させるために詳細な調整ができます。

Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プの開始

Ａ ｗ ａ ｒ ｄ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓはコ ンピ ュータの電源投入と同時に起動し ます。 Ｂ Ｉ Ｏ ＳはＣ ＭＯ Ｓからシステム情報を読み込み

システムのチ ェ ッ ク と Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定を開始し ます。 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの設定が完了し たらハー ド デ ィ スクからオペレーテ ィ ン

グを見つけ、 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓからオペレーテ ィ ングシステムへ制御を渡し ます。

以下の何れかの操作を行う と Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を起動できます。

１ ． コ ンピ ュータ を起動中の画面下方に以下のメ ッ セージを表示し ている間に＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押す。

　 　 　 　 Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ 　 Ｄ Ｅ Ｌ 　 ｔ ｏ 　 ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ 　 Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｐ

２ ． コ ンピ ュータの電源投入直後に＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押す。

＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーの押下が間に合わずセ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ が起動し なかった場合は、 本体のリ セ ッ ト ボタ ンを

押すか、 ＜Ｃ ｔ ｒ ｌ ＞＜Ａ ｌ ｔ ＞キーを押し ながら＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押すと システムが再起動し ます。

以下のメ ッ セージが現れた場合、 ＜ Ｆ １＞キーを押すと システムの起動を続行し、 ＜Ｄ ｅ ｌ ＞キーを押すと セ ッ ト ア

ッ ププログラムを起動し ます。

　 　 　 　 Ｐ Ｒ Ｅ Ｓ Ｓ 　 Ｆ １ 　 Ｔ Ｏ 　 ＣＯＮ Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ Ｅ ， 　 Ｄ Ｅ Ｌ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｅ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ 　 Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｐ

セ ッ ト ア ッ プ ・キーの使い方

矢印キーで項目を移動し＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーで決定し ます。 ＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｕ ｐ＞＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｄ ｏ ｗ ｎ＞キーで複数の選

択肢がある項目の設定を変更できます。 ＜ Ｆ １＞キーでヘルプを表示、 ＜Ｅ ｓ ｃ＞キーで メ イ ン メ ニューへ戻り ます。

以下の表にキーと その役割を記し ます。

キー 機能
↑ カーソルを前の項目に移動します
↓ カーソルを後の項目に移動します
← カーソルを左に移動します（メニュー・バー）
→ カーソルを右に移動します（メニュー・バー）
Ｅｓｃ メインメニュー：保存せずに終了します

サブメニュー　：メインメニューに戻ります。
ＰａｇｅＵｐ 選択肢を上に移動します
ＰａｇｅＤｏｗｎ 選択肢を下に移動します
＋ 選択肢を上に移動します
－ 選択肢を下に移動します
Ｆ１ キー操作のヘルプを表示します

ヘルプを消すには再度＜Ｆ１>キーを押すか＜Ｅｓｃ＞キーを押してください
Ｆ５ 前回ＣＭＯＳに保存した設定に戻します
Ｆ６ 安全に起動できる既定値をＢＩＯＳから呼び出します
Ｆ７ 最適値をＢＩＯＳから呼び出します
Ｆ１０ 変更をＣＭＯＳに保存してユーティリティを終了します

メ ニューバーでの移動方法

　＜←＞＜→＞キーで移動し て く だ さい。

サブ メ ニューの表示

　＜↑＞＜↓＞キーで移動し て、 ＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キーを押し て く だ さい。

　サブ メ ニューのある項目の左側には▲マークがあ り ます。

問題が生じた場合

Ｃ ＭＯ Ｓの変更内容によ っては、 システムが起動し な く なる こ とがあ り ます。 このよ う な場合に備えＣ ＭＯ Ｓ セ ッ ト



ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ で Ｃ ＭＯ Ｓの設定を初期値に戻すこ とができます。 また、 ジ ャ ンパ ２ ２ をシ ョー ト させる と

現在のＣ ＭＯ Ｓの内容を消去する こ とができます。 （ ページ １－２ 「ジ ャ ンパの設定」 を参照し て く だ さい ）

Ｃ ＭＯ Ｓ項目のうち内容をよ く理解されている項目だけを変更し て く だ さい。 また、 チ ッ プセ ッ ト に関する設定は

変更し ないよ う にし て く だ さい。 その標準設定は最高のパフォーマンス と安定性を提供するために Ａ ｗ ａ ｒ ｄ と

Ｒ Ｉ ＯＷＯＲ Ｋ Ｓが慎重に選んだものです。 チ ッ プセ ッ ト 項目の変更は性能の低下と システム障害を引き起こす原因

と な り ます。

セクシ ョ ン １ 　セ ッ ト ア ッ プ項目

　 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を起動する と画面上部に メ イ ン メ ニュー ・バーが現れます。 矢印キーで項目

　を移動できます。 画面の右側には現在カーソルのある項目についての説明を表示し ます。

　 メ イ ン メ ニュー項目

　Ｍ ａ ｉ ｎ

　 　システムの基本的な設定ができます。 詳細はセクシ ョ ン ２ をご覧 く だ さい。

　 Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ

　 　先進の役立つ機能を設定できます。 詳細はセクシ ョ ン ３ をご覧 く だ さい。

　 Ｄ ｅ ｆ ａ ｕ ｌ ｔ ｓ

　 　工場出荷時の既定値に戻せます。 詳細はセクシ ョ ン ４ をご覧 く だ さい。

　 Ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｉ ｔ ｙ

　 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ にパスワー ド を設定できます。

　 Ｐ Ｃ 　 Ｈ ｅ ａ ｌ ｔ ｈ

　 　 Ｃ Ｐ Ｕ温度、 Ｃ Ｐ Ｕ クーラーの回転速度、 Ｃ Ｐ Ｕへの供給電圧を確認できます。

　 Ｃ ｌ ｋ／Ｖ ｏ ｌ ｔ ａ ｇ ｅ

　 　 Ｃ Ｐ Ｕの外部ク ロ ッ ク、 内部倍率を設定できます。 詳細はセクシ ョン ８をご覧 く だ さい。

　 Ｅ ｘ ｉ ｔ

　 　 Ｃ ＭＯ Ｓへの保存要否の指定と セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の終了ができます。

セクシ ョ ン ２ 　Ｍ ａ ｉ ｎセ ッ ト ア ッ プ

　 “ Ｍ ａ ｉ ｎ ” ではシステムク ロ ッ ク、 ビデオ タ イプ等、 基本的なシステムハー ド ウ ェ アの設定ができます。

　＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｕ ｐ＞＜Ｐ ａ ｇ ｅ Ｄ ｏ ｗ ｎ＞キーで変更し たい項目へ移動する こ とができます。

　表２－２－１ 　 ” Ｍ ａ ｉ ｎ ”

項目 選択肢 備考

Date Jan,Feb,Mar,Apr,May,Jun,
Jul,Aug,Sep,Oct,Nov,Dec

システム日付の月だけを変更できます。

Time 0～23 システム時刻の時だけを変更できます。

IDE Primary Master/Slave
IDE Secondary Master/Slave

サブ メ ニューがあ り ます。

表２－２－２ をご覧 く だ さ

い。

こ こにカーソルを合わせて＜Ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ ＞キー

を押すとサブ メ ニューへ行きます。

Drive  A None Ｓ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ に取り付けたフ ロ ッ ピーデ ィ スクの



Drive B 360K, 5.25in
1.2M, 5.25in

720K, 3.5in
1.44M,3.5in
2.88M, 3.5in

タ イプを選んで く だ さい。

Video EGA/VGA
CGA 40
CGA 80
MONO

Ｓ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ に取り付けたビデオボー ドの種類を

選んで く だ さい。

（通常は EGA/VGA ）

Halt On All Errors
No Errors
All, But Keyboard  
All, But Diskette
All, But Disk/Key  

Power On Self-Test 　を停止させるエラーの種類

を設定し ます。

All Errors: すべてのエラーで停止

No Errors: 停止し ない

All, But Keyboard: キーボー ド以外のすべて  
All, But Diskette: フ ロ ッ ピー以外のすべて

All, But Disk/Key : フ ロ ッ ピーかキーボー ド以外

　 　 　 　 　 　 　 　 　のすべてのエラーで停止

表２－２－２ 　 Ｉ Ｄ Ｅハー ド デ ィ ス クの設定

項目 選択肢 備考

IDE HDD Auto-Detection <Enter> キーを押すとハー ド デ ィ ス クの情報を検知し ます。

IDE Primary Master
IDE Primary Slave
IDE Secondary Master 
IDE Secondary Slave 

None
Auto
Manual

None ： このチャ ンネルにはハー ド デ ィ スク を接続し ていません

Auto ： Access Mode 以外は IDE HDD Auto-Detection で <Enter> を押すま

で ０ にな り ます。 システムは起動時にハー ド デ ィ ス クの情報を

　 　 　 　自動的に検知と ます。

Manual ： Access Mode が Manual の場合にハー ド デ ィ スクの情報を設

定

　 　 　 　 　できます。

Acceess Mode  Normal
LBA
Large

Auto

Normal ： ５ ２ ８ＭＢ以下のハー ド デ ィ スクの場合に指定し て く だ さ

い。

　 　 　 　 　 Ｏ Ｓ に Ｓ ＣＯ 　 Ｕ Ｎ Ｉ Ｘをお使いの場合にも こちらを指定し

て く だ さい。

LBA ： ５ ２ ８ＭＢ超のハー ド デ ィ スクで Logical Block Addressing 機能

　 　 　 　が使えます。

Large ： Ｍ Ｓ－ＤＯ Ｓ で ５ ２ ８ＭＢ超のハー ド デ ィ ス ク を使う場合に指

定し て く だ さい。 Ｌ Ｂ Ａ機能は使えません。

Auto ： 自動的に設定し ます。

Capacity   ハー ド デ ィ ス クの容量を表示し ます。

Cylinder 0～
65535

ハー ド デ ィ ス クのシ リ ンダ数を指定し ます。 ハー ド デ ィ ス クの説明書を

参照し て く だ さい。

Head  0～ 255 ハー ド デ ィ ス クの読書ヘッ ド数を指定し ます。 ハー ド デ ィ スクの説明書

を参照し て く だ さい。

Precomp 0～
65535

ラ イ ト ・ プレコ ンペンセーシ ョン ( ラ ンデ ィ ングソーンに対するヘッ ド

の相対位置 ) を指定し ます。 ハー ド デ ィ ス クの説明書を参照し て く だ さ

い。

Landing Zone  0～
65535

ラ ンデ ィ ングソーン ( 電源が切れた と きにヘッ ドが退避する場所 ) を指

定し ます。 ハー ド デ ィ ス クの説明書を参照し て く だ さい。

Sector 0～ 255 １ ト ラ ッ クあた りのセク タ数を指定し ます。 ハー ド デ ィ スクの説明書を

参照し て く だ さい。

メ モ

　 これらの項目は新しいハー ド ウ ェ アを追加し た場合や予期し ない原因で Ｃ ＭＯ Ｓの設定が変わって し ま った場合に

　のみ再設定し て く だ さい。 システムが正し く動作し ている間は設定を変更する必要はあ り ません。

セクシ ョ ン ３ 　 Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄの設定　



　 “ Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ ”には以下の５項目があ り ます。

　 　 ・ Advanced BIOS Features
　 　 ・ Advanced Chipset Features
　 　 ・ Integrated Peripherals
　 　 ・ Power Management Setup
　 　 ・ PnP/PCI Configurations

Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ  Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ  Ｆ ｅ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ ｓ

 このセクシ ョ ンではシステムの起動順序、 キーボー ド操作、 シ ャ ド ウやセキュ リ テ ィ等、 システムの基本的な設定

を変更できます。

　 Virus 　 Warning 　 　

Enabled Ｉ Ｄ Ｅハー ド デ ィ ス クのブー ト セク タ を保護し ます。 ブー ト セク タやパーテ ィ シ ョ ンテーブ

ルにデータが書き込まれる と き、 画面に警告メ ッ セージを表示し てビープ音を鳴らし ます。

Disabled(Default)  警告メ ッ セージを表示し ません

　 CPU Internal Cache

Enabled(Default)  Ｃ Ｐ Ｕ内臓の １ 次キャ ッ シュ メ モ リ を有効にし ます。 最適なパフォーマンスが得られます。

Disabled １ 次キャ ッ シュ メ モ リ を無効に し ます。

　 External Cache

Enabled(Default) ２ 次キャ ッ シュ メ モ リ を有効に し ます。

Disabled   ２ 次キャ ッ シュ メ モ リ を無効に し ます。

　 　

　 CPU L2 Cache ECC Checking 

Enabled(Default) 2 キャ ッ シュ メ モ リのエラーチ ェ ッ ク を有効に し ます。

Disabled   エラーチ ェ ッ ク を無効に し ます。

　 Processor Number Feature

Enabled(Default) PentiumⅢ のプロセ ッサ ･ ナンバーの表示を有効に し ます。

Disabled   プロセ ッサ ･ ナンバーの表示を無効に し ます。

　 Quick Power On Self Test

Enabled(Default) 起動時のシステムチ ェ ッ ク を簡略化し ます。

Disabled   メ モ リ チ ェ ッ ク を ３回行います。

　 Onboard RAID Boot First

Enabled RAID チャ ンネルのハー ド デ ィ スクから先にＯ Ｓ を起動し ます。

Disabled   IDE チャ ンネルからＯ Ｓ を起動し ます。

　 First / Second / Third Boot Device

Floppy 選択可能なデバイスは左記のとお り です。

First Boot Device に起動するＯ Ｓが見つからない場合は、 Second Boot Device, Second Boot
Deviceの順に探し ます。

LS120

HDD

SCSI

CDROM

ZIP100

LAN

Disabled 起動時にどのデバイス も参照し ません

　 Boot Other Device

Enabled 上記の一覧にないデバイスからＯ Ｓ を起動し ます。

Disabled   上記の一覧以外のデバイスからはＯ Ｓ を起動し ません。



　 Swap Floppy Drive

Enabled フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブのド ラ イブ名のＡ ： と Ｂ ： を交換し ます。

Disabled(Default)  フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブは通常のド ラ イブ名にな り ます。

　 Boot Up Floppy Seek

Enabled(Default) システム起動時にフ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブの接続の有無を確認し ます。

Disabled  フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブの接続確認を し ません。

　 Boot Up NumLock Status

On(Default) システム起動時に NumLock をオンに し ます。

Off NumLock はオフのままです。

　 Gate A20 Option

Normal(Default) キーボー ド コ ン ト ローラがＧ ａ ｔ ｅ Ａ ２ ０ を制御し ます。

Fast  チ ッ プセ ッ ト がＧ ａ ｔ ｅ Ａ ２ ０ を制御し ます。

　 Typematic Rate Setting

Enabled キーボー ドのキーを押し続けた と きの繰り返し入力について以下の ２ 項目を設定できます。

Disabled(Default)  以下の ２ 項目の設定を変更できません。

　 Typematic Rate (Chars/Sec)

　 　キーを押し続けた と き、 １ 秒に繰り返し入力する文字数を指定し ます。

　 　選択肢 ： ６ (Default) ， ８ ， １ ０ ， １ ２ ， １ ５ ， ２ ０ ， ２ ４ ， ３ ０

　 Typematic Delay(Msec)

　 　キーを押し続けてから何ミ リ秒後に繰り返し入力を開始するのかを指定し ます。

　 　選択肢 ： ２ ５ ０ (Default) ， ５ ０ ０ ， ７ ５ ０ ， １ ０ ０ ０

　 Security Option 　

System システムの起動にも Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動にもパスワー ドが必要にな

り ます。 (Supervisor Password)

Setup(Default)  システムの起動はできますが、 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動にはパスワー ド

が必要にな り ます。 (Supervisor Password または User Password)

　 メ モ

　 　セキュ リ テ ィ を無効にするには、 メ イ ン メ ニュー ・バーの ” PASSWORD SETTING” から ” Set Supervisor
Password” または ”  User Password” を選び ” Enter Password:” と表示されたら何も入力せずに <Enter> キーを

押し て く だ さい。 セキュ リ テ ィ は無効と な り ます。 セキュ リ テ ィ が無効であればシステムの起動と セ ッ ト ア ッ プ

ユーテ ィ リ テ ィ ーの起動にパスワー ドは必要あ り ません。

　 MPS Version Control For OS

　 　Ｍ Ｐ テーブル機能を選択し ます。

　 　選択肢 ： １ ． １ ， １ ． ４

　 OS Select For DRAM > 64MB

OS2 ６ ４ ＭＢ を越えるＲ Ａ Ｍ （ Ｄ Ｉ ＭＭ ） を使用し てＯ Ｓ ２ を稼動させる場合に選択し て く だ さ

い。

Non-OS2(Default) 上記以外の場合に選択し て く だ さい。

　 Video BIOS Shadow

Enabled(Default) ビデオＢ Ｉ Ｏ Ｓの保存領域をＲＯＭからＲ Ａ Ｍに変更し ます。 Ｒ Ａ Ｍに再配置する こ と でア

クセススピー ドがＲＯＭよ り も速 く な りパフォーマンスが向上し ます。

Disabled  ビデオＢ Ｉ Ｏ Ｓの保存領域を変更し ません。

　 C8000-CBFFF Shadow ～  DC000-DFFFF Shadow

Enabled その他拡張カー ドのＲＯＭをシ ャ ド ウ と し て使う場合に選択し ます。 ＲＯＭ内臓の拡張カー

ドのＲＯＭがどのア ドレスを使うのか事前に知っている必要があ り ます。

Disabled(Default)  拡張カー ドのＲＯＭをシ ャ ド ウで使わないと きに選択し ます。



セクシ ョ ン ４ 　 Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ  Ｃ ｈ ｉ ｐ ｓ ｅ ｔ  Ｆ ｅ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ ｓの設定

　チ ッ プセ ッ ト に関する設定を変更できます。 チ ッ プセ ッ ト はバススピー ドやＤ Ｒ Ａ Ｍ ・ 外部キャ ッ シュ といった リ

ソースのア クセスを管理し ます。 チ ッ プセ ッ ト のパフォーマンスを最適にする設定がすでに し てあ り ますので特に

変更する必要はあ り ません。 万が一システムが起動し な く な った場合は ” Fail-Safe Defaults” または ” Optimized
Defaults” で Ｃ ＭＯ Ｓ に規定値をロー ド し て く だ さい。

メ モ

　スピー ドの異なる メ モ リ モジュールを取り付ける と システムが不安定になる こ とがあ り ます。 この場合デ ィ レイ

　時間を増やすこ と で解決するかも しれません。

　 Bank 0/1,2/3,4/5,6/7 DRAM Timing
　 Delay DRAM Read Latch
　 SDRAM Cycle Length
　 Unbuffered DRAM Clock
　 Register DRAM Clock
　 Memory Hole
　 P2C/C2P Concurrency
　 Fast R-W Turn Around
　 System BIOS Cacheable
　 Video RAM Cacheable
　 AGP Aperture Size
　 AGP-4X Mode
　 AGP Fast Write
　 Chassis Intrusion
　 OnChip USB
　 USB Keyboard Support
　 CPU to PCI Write Buffer
　 PCI Dynamic Bursting
　 PCI Master 0 WS Write
　 PCI Delay Transaction
　 PCI#2 Access #1 Retry
　 AGP Master 1 WS Write
　AGP Master 1 WS Read 
　 Memory Parity/ECC Check

セクシ ョ ン ５ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｐ ｅ ｒ ｉ ｐ ｈ ｅ ｒ ａ ｌ ｓの設定

　 OnChip IDE Channel ０

Enabled(Default) IDE チャンネル０（プライマリ）が有効になります。

Disabled       IDE チャ ンネル ０ （ プ ラ イマ リ ） が無効にな り ます。

　

　 OnChip IDE Channel １ 　

Enabled(Default) IDE チャンネル１（セカンダリ）が有効になります。

Disabled       IDE チャ ンネル １ （ セカンダリ ） が無効にな り ます。

IDE Prefetch Mode

Enabled(Default) システムがデータを処理中に次のデータを前もって読み込みます。システムがより安定
します。

Disabled       次のデータ を前も って読み込みません。

　 Primary Master/ Slave    PIO
　    OnChip IDE Channel ０ が ” Enabled” のと きにプ ラ イマ リ マス タ／スレーブのＰ Ｉ Ｏ (ProgrammedInput/Output)

　 　モー ドが個別に設定できます。

　 　選択肢 ： Ａ ｕ ｔ ｏ (Default) ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ０ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ １ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ２ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ３ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ４



　 Secondary Master/Slave  PIO
　 　 OnChip IDE Channel １ が ” Enabled” のと きにセカンダリ マス タ／スレーブのＰ Ｉ Ｏ (ProgrammedInput/Output)

　 　モー ドが個別に設定できます。

　 　選択肢 ： Ａ ｕ ｔ ｏ (Default) ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ０ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ １ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ２ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ３ ，Ｍ ｏ ｄ ｅ ４

　

　 Primary Master/Slave    UDMA
　    OnChip IDE Channel ０ が ” Enabled” のと きにプ ラ イマ リ マス タ／スレーブで Ultra Ｄ Ｍ Ａ ３ ３ ／ ６ ６ が使用

できます。 このと き、 Ｕ Ｄ Ｍ Ａ対応ハー ド デ ィ ス ク と ド ラ イバが必要です。

Auto(Default)  ＵＤＭＡが有効になります。（ＢＩＯＳがＵＤＭＡを認識します）

Disabled       Ｕ Ｄ Ｍ Ａが無効にな り ます。

　 Secondary Master/Slave  UDMA 
　    OnChip IDE Channel １ が ” Enabled” のと きにセカンダリ マス タ／スレーブで Ultra Ｄ Ｍ Ａ ３ ３ ／ ６ ６ が使用

できます。 このと き、 Ｕ Ｄ Ｍ Ａ対応ハー ド デ ィ ス ク と ド ラ イバが必要です。

Auto(Default)  ＵＤＭＡが有効になります。（ＢＩＯＳがＵＤＭＡを認識します）

Disabled       Ｕ Ｄ Ｍ Ａが無効にな り ます。

 
　 Init Display First

PCI Slot(Default)  ＰＣＩスロットのビデオボードを使用します。もしなければ AGP のビデオボードを使用しま
す。

AGP       Ａ Ｇ Ｐのビデオボー ド を使用し ます。 も し なければＰ Ｃ Ｉ スロ ッ ト のビデオボ

ー ド を使用し ます。

　 IDE HDD Block Mode

Enabled ＩＤＥハードディスクがプロックモードに対応している場合、セクタ単位で読み書きできる
ブロック数を自動的に検知します。

Disabled(Default)        プロ ッ クモー ド に対応し ていない場合はこちらを指定し て く だ さい。

    POWER ON Function

BUTTON ONLY(Default) パソコン本体のボタンを押すとシステムが起動します。

Password        パソ コ ン本体のボタ ンを押す以外にキーボー ドの任意のキーを押し てもシステ

ムを起動できます。 パスワー ドの入力を求められます。

Hot KEY パソ コ ン本体のボタ ンを押す以外に <Ctrl> キーと ファン クシ ョ ンキー

（ <F1> ～<F12> ） を押し てもシステムの起動ができます。

　KB Power ON Password
　 　 POWER ON Functionで ” Password” を選ぶと この項目が変更できます。

こ こ で <Enter> キーを押し てキーボー ドから起動するためのパスワー ド を設定し て く だ さい。

　 Hot Key Power ON
　 　 POWER ON Functionで ”  Hot KEY ” を選ぶと この項目が変更できます。

　 　システムを起動させるためのホッ ト キーを設定し て く だ さい。

　 　選択肢 ： Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ ， Ｆに ４ ， Ｆ ５ ， Ｆ ６ ， Ｆ ７ ， Ｆ ８ ， Ｆ ９ ， Ｆ １ ０ ， Ｆ １ １ ， Ｆ １ ２

　 KBC input clock

キーボー ドの動作ク ロ ッ ク を変更できます。

選択肢 ： ６ ＭＨ ｚ ， ８ＭＨ ｚ ， １ ２ ＭＨ ｚ ， １ ６ ＭＨ ｚ

　

Onboard FDC Controller

Enabled(Default) オンボード・フロッピーディスクドライブ・コネクタにフロッピーディスクドライブを接続する
ことができます。

Disabled       フ ロ ッ ピーデ ィ スク ド ラ イ ブを接続するために別のコ ン ト ローラ ・ボー ド を取

り付けた場合はこちらを選択し て く だ さい。



　 Onboard Serial Port 1/Port 2

　 　オンボー ド ・ シ リ アルポー ト にそれぞれア ドレス と Ｉ ＲＱを割り当てます。

　 　選択肢 ： Auto(default),Disable, ３ Ｆ ８／ Ｉ ＲＱ ４ , ２ Ｆ ８／ Ｉ ＲＱ ３ , ３ Ｅ ８／ Ｉ ＲＱ ４ , ２ Ｅ ８／ Ｉ ＲＱ ３

　 　

　 UART Mode Select

IrDA 赤外線モジュールを使用できます。ＣＯＭ２（シリアルポート）が赤外線用のポートとして
使われます。ＣＯＭ２に接続した装置と赤外線モジュールを同時に使用できません。

ASKIR      

Normal(Default) 赤外線モジュールを使用し ないと きに選択し て く だ さい。

　 UART2 Duplex Mode

Full データを同時に双方向へ転送します。”Half”よりも高速です。

Half データ転送を ” Half” は扱いやす く 、 ” Full” に対応し ていない機器で使用し

ます。

　

RxD , TxD Active

　初期値を変更し ないで く だ さい。

　選択肢 ： Hi.Lo ， Lo,Hi ， Lo,Lo ， Hi,Hi

　 IR Transmission delay
　 　

Enabled(Default) 赤外線のデータ転送を遅らせます。

Disabled       通常のデータ転送を し ます。

　 Onboard Parallel Port

オンボー ド ・パラレルポー ト にア ドレス と Ｉ ＲＱを割り当てます。

　 　選択肢 ： Disable, ３ Ｂ Ｃ／ Ｉ ＲＱ ７ , ３ ７ ８／ Ｉ ＲＱ ７ , ２ ７ ８／ Ｉ ＲＱ ５

　 Parallel Port Mode

SPP データ転送は一方向で標準速度

EPP  データ転送は双方向で標準速度

ECP 　 　 　 　 データ転送は双方向で高速

ECP+EPP ２ＷＡ Ｙモー ド で双方向標準速度

　 ECP Mode Use DMA
　 　 “ ECP” または ” ECP+EPP” を選択し た場合に Ｄ Ｍ Ａ を割り当てます。

　 　選択肢 ： ３ (Default) ， １

　 EPP Mode Select
　 　 ” EPP” を選択し た場合にＥ Ｐ Ｐバージ ョン １ ． ７か１ ． ９を選びます。

　 　選択肢 ： Ｅ Ｐ Ｐ １ ． ７ ， Ｅ Ｐ Ｐ １ ． ９

セクシ ョ ン ６ 　 Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ

　接続し た装置毎に省電力の設定を行う こ とができます。

▲Power Management   
 　 　サブ メ ニューがあ り ます。

　 　 　 Power Management

User Define HDD Power Down,Doze Mode,Suspend Mode を任意に設定できます。

Min Saving 最小の電源設定にな り ます。

Doze Mode＝ ” 1 Hour”
Suspend Mode＝ ” 1 Hour”

Max Saving 最大の電源設定にな り ます。 SL CPU の場合のみ有効です。

Doze Mode＝ ” 1 Min” 



Suspend Mode＝ ” 1 Min”

　

　 　 　 HDD Power Down

　 　 　 　一定時間ア クセス し ないとハー ド デ ィ ス クの電源を切断し ます。

　 　 　 　選択肢 ： Disabled(Default), １ Min～１ ５ Min

　 　 　 Doze Mode

　 　 　 　一定時間ア クセス し ないと Ｃ Ｐ Ｕの動作ク ロ ッ ク を遅 く し ます。 この間、 他の装置は通常に動作し ます。

　 　 　 　選択肢 ： Disabled(Default),1 Min,2 Min,4 Min,6 Min,8 Min,10 Min,20 Min,30 Min,40 Min,1Hour

　 　 　  Suspend Mode
　 　 　 　一定時間ア クセス し ないと Ｃ Ｐ Ｕ以外の電源を切断し ます。 活動状態に戻すには ” Integrated Peripherals”
　 　 　 　の ” POWER ON Function” で指定し たキーを押し て く だ さい。

　 　 　 　選択肢 ： Disabled(Default),1 Min,2 Min,4 Min,6 Min,8 Min,10 Min,20 Min,30 Min,40 Min,1Hour

　 　 　 　 メ モ

　 　 　 　 　上記の設定どお り に機能し ない場合は、 オペレーテ ィ ングシステムでの省電力設定が優先されています。

　 　 PM Control by APM

Yes(Default) ＡＰＭ(Advanced Power Management)対応の装置は”Max Saving”モードで機能し、ＣＰＵ
の内部クロックは停止します。より省電力できます。

No ”Max Saving” が有効ではない場合はこちらを選択し て く だ さい。

　 　  Video Off Option

　 　 　 Ｖ Ｇ Ａ ビデオボー ドの省電力機能を設定し ます。

All Modes → Off システムがサスペンドモードまたはスタンバイモードになるとディスプレー画面を非表示
にします。

Suspend → Off (Default) システムがサスペン ド モー ド になる とデ ィ スプレー画面を非表示にし ます。

Always On Ｖ Ｇ Ａ ビデオボー ドは省電力モー ド にな り ません。

　 　 Video Off Method 

　 　 　デ ィ スプレー画面を非表示にする方法を設定し ます。

V/hSYNC+Blank
(Default)

水平／垂直同期ポートを切断して、ビデオバッファにブランクを出力します。

Blank Screen ビデオバッ ファにブ ラ ン ク を出力し ます。

DPMS Support デ ィ スプレーが電源管理信号 (Display Power Management Signaling) に対応し て

いる場合はこちらを選択し て く だ さい。

　　MODEM Use IRQ
　　　内臓モデム用にＩＲＱを予約します。
　　　選択肢：３(Default)，４，５，７，９，１０，１１，ＮＡ(予約なし)

　　Soft-Off by PWRBTN
　　　システムがハングアップした場合に電源を落とします。

Instant-Off(Default) ただちに電源を切断します。

Delay 4 Sec 本体の電源ボタ ンを ４ 秒以上押し続ける と電源を切断し ます。

▲Wake Up Events
　サブメニューがあります。省電力モードで停止中のシステムを立ち上げる（または省電力モードに入ることを
中止させる）ためのデバイスを選択できます。有効(Enabled)に設定したデバイスにアクセスすると省電力モ
ードからシステムを立ち上げます。

　VGA
ON ＶＧＡからのアクセスによりシステムを復帰させます。

OFF(Default)  

LPT & COM 
LPT パラレルポートからのアクセスによりシステムを復帰させます。

COM シ リ アルポー トからのア クセスによ り システムを復帰させます。



LPT/COM(Default) パラレルポー ト またはシ リ アルポー トからのア クセスによ り システムを復帰さ

せます。

NONE

    HDD & FDD
ON (Default) ハードディスクドライブまたはフロッピーディスクドライブからのアクセスによりシステムを

復帰させます。
OFF  

  
　 　 　 DMA/master

ON ＤＭＡ／ＩＳＡマスターに取り付けた機器からのアクセスによりシステムを復帰させます。

OFF(Default)  

　 　 　 Wake Up On LAN

Enabled マザーボード上のＷＯＬコネクタに接続したＬＡＮボードからのアクセスによりシステムを
復帰させます。

Disabled(Default)  

　 　 　 PowerOn by PCI Card

Enabled ＰＣＩバスに取り付けたボードからのアクセスによりシステムを復帰させます。

Disabled(Default)  

　 　 　 Modem Ring Resume

Enabled モデムから信号によりシステムを復帰させます。

Disabled(Default)  

　 　 　 RTC AlarmResume

Enabled サスペンドモードからタイマー起動します。次項目で指定する日時とリアルタイムクロッ
クが一致したときにシステムを復帰させます。

Disabled(Default)  次項目の Date (of Month) と Resume Time (hh:mm:ss) を変更できません。

　 　 　 Date (of Month)

　 　 　 　 タ イマー起動する日を指定し ます。 毎日の場合は ０ を選択し て く だ さい。

　 　 　 　選択肢 ： ０～３ １

　 　 　 Resume Time (hh:mm:ss)

　 　 　 　 タ イマー起動する時刻を指定し ます。

　 　 　 Primary INTR

ON (Default) 次項目の IRQs Activity Monitoring で有効(Enabled)にしたＩＲＱへ接続した機器からの
アクセスによりシステムを復帰させます。アクセス中は省電力モードに入りません。

OFF  

▲IRQs Activity Monitoring
　サブ メ ニューで Ｉ ＲＱ (Interrupt ReQuests) と接続機器の一覧を表示し ます。

IRQ3  (COM 2)            Enabled(Default)
IRQ4  (COM 1)            Enabled(Default)

　 　 　 　 IRQ5  (LPT 2)              Enabled(Default)
　 　 　 　 IRQ6  (Floppy Disk)    Enabled(Default)
　 　 　 　 IRQ7  (LPT 1)              Enabled(Default)
　 　 　 　 IRQ8  (RTC Alarm)     Disabled(Default)
　 　 　 　 IRQ9  (IRQ2 Redir)    Disabled(Default)
　 　 　 　 IRQ10 (Reserved)       Disabled(Default)

IRQ11  (Reserved) 　  Disabled(Default)
　 　 　 　 IRQ12  (PS/2 Mouse)  Enabled(Default)
　 　 　 　 IRQ13  (Coprocessor)  Enabled(Default)
　 　 　 　 IRQ14 (Hard Disk)     Enabled(Default)



　 　 　 　 IRQ15  (Reserved)      Disabled(Default)
　 　 　 　 　 　 　 　

セクシ ョ ン ７ 　 Ｐ ｎ Ｐ／Ｐ Ｃ Ｉ 　 Ｃ ｏ ｎ ｆ ｉ ｇ ｕ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ｓ

　 このセクシ ョ ンではＰ Ｃ Ｉ バスの設定について述べます。

　 Ｐ Ｃ Ｉ (Personal Computer Interconnect) はＣ Ｐ Ｕ と同期し た速度で接続機器とデータ交換を行う システムです。

　十分な技術的知識がない限り このセクシ ョ ンでの設定変更は行わないこ と を推奨いた し ます。

PNP OS Installed

　 Ｐ ｎ Ｐ 　 Ｏ Ｓ を イ ンス ト ールするか否かを決めます。

Yes プラグ＆プレイに対応したＯＳをインストールするときに選択してください。
ＢＩＯＳを使用することなくＰＣＩバススロットを構成します。
ＯＳによってＩＲＱを再設定される場合があります。

No(Default) プ ラグ＆プレイに非対応のＯ Ｓ を イ ンス ト ールする と きに選択し て く だ さい。

Ｏ Ｓ に Ｉ ＲＱを再設定させた く ない場合も こちらを選択し ます。

Reset Configuration Data

Enabled 新しいハードウェアをインストールしてシステム設定が変更されてからＯＳが起動しなく
なった場合にＥＳＣＤ(Extended System Configuration Data)をリセットします。

Disabled(Default) 通常はこちらを選択し て く だ さい。

Resources Controlled By

　 ＡＷＡ Ｒ Ｄのプ ラグ＆プレイ Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ にはプ ラグ＆プレイ対応ハー ド ウ ェ アの設定を自動的に行う機能があ り ます。

Auto(ESCD)
(Default)

Windows98/Me のようなＰｎＰ　ＯＳをインストールした場合に選択してください。

Manual WindowsNT4.0 のよ う な非Ｐ ｎ Ｐ 　 Ｏ Ｓ を イ ンス ト ールし た場合に選択し て く

だ さい。 次項目の ” IRQ Resources”,”DMA Resources” を設定し て く だ さい。

▲IRQ Resources
　 　 IRQ－ 3 ,4,5,7,9,10,11,12,14,15   assigned to

　 　 　 Ｉ ＲＱ毎にプ ラグ＆プレイの設定が行えます。

PCI/ISA PnP(Default) ＰＣＩかＩＳＡかを問わずプラグ＆プレイに対応した装置を接続する場合に選択してくださ
い。

Legacy ISA 特定の Ｉ ＲＱの割り当てを必要とする旧Ｐ Ｃ 　 Ａ Ｔ規格に準拠し た装置を使用

する場合に選択し て く だ さい。

　

▲DMA Resources
DMA － 0,1,3,5,6,7  assigned to
　 Ｄ Ｍ Ａ (Direct Memory Access)チャ ンネル毎にプ ラグ＆プレイの設定が行えます。

PCI/ISA PnP(Default) ＰＣＩかＩＳＡかを問わずプラグ＆プレイに対応した装置を接続する場合に選択してくださ
い。

Legacy ISA 特定の Ｉ ＲＱの割り当てを必要とする旧Ｐ Ｃ 　 Ａ Ｔ規格に準拠し た装置を使用

する場合に選択し て く だ さい。

PCI/VGA Palette Snoop

Enabled 異なるバスに取り付けた複数のＶＧＡはビデオ機器パレットレジスタのデータを各々ＣＰ
Ｕから受け取り処理します。

Disabled(Default)

Assign IRQ For VGA

Enabled(Default) ＶＧＡにＩＲＱを割り当てます。

Disabled Ｖ Ｇ Ａ に Ｉ ＲＱを割り当てません。

Assign IRQ For USB

Enabled(Default) ＵＳＢにＩＲＱを割り当てます。

Disabled Ｕ Ｓ Ｂに Ｉ ＲＱを割り当てません。



セクシ ョ ン ８ 　 Ｌ ｏ ａ ｄ 　 Ｆ ａ ｉ ｌ －Ｓ ａ ｆ ｅ 　 Ｄ ｅ ｆ ａ ｕ ｌ ｔ ｓ／Ｏ ｐ ｔ ｉ ｍ ｉ ｚ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｆ ａ ｕ ｌ ｔ ｓ

　 Load Fail-Safe Defaults
　 　 <Enter> キーを押すと以下のよ う な確認ダイアログが現れます。 ” Ｙ ” を入力する と最も安定し た最小限の

　 　設定を Ｃ ＭＯ Ｓ に取り込みます。

　 　

　 　 　 Load Fail-Safe Defaults (Y/N) ?    N

　 Load Optimized Defaults
　 　 <Enter> キーを押すと以下のよ う な確認ダイアログが現れます。 ” Ｙ ” を入力する と工場出荷時のパフォーマンス

重視の設定を Ｃ ＭＯ Ｓ に取り込みます。

　 　

　 　 　 Load Optimized  Defaults (Y/N) ?    N

　 　 メ モ

　 　 　新しいシステムを構築する場合、 素早 く 設定するには最適化された Load Optimized Defaults を取り込むこ と

　 　 　を推奨し ます。

セクシ ョ ン ９ 　 Ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｉ ｔ ｙ

　スーパーバイザーパスワー ド とユーザーパスワー ド を設定できます。 両者の違いは以下のとお り です。

　 　 Set Supervisor Password

　 　 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動と設定変更の権限があるパスワー ド を登録し ます。

こ こ で <Enter> キーを押すとパスワー ド入力ダイアログが現れます。

　 　 （ セクシ ョ ン ３ ． Advanced BIOS Features の ” Security Option” を参照し て く だ さい。 ）

　 Set User Password

　 　 Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動はできますが、 設定変更の権限のないパスワー ド を登録し ます。

こ こ で <Enter> キーを押すとパスワー ド入力ダイアログが現れます。

　 　 （ セクシ ョ ン ３ ． Advanced BIOS Features の ” Security Option” を参照し て く だ さい。 ）

　 Enter Password:
　 　何も入力し ないか、 １～８文字のパスワー ド を入力し て <Enter> キーを押し て く だ さい。

　 　 <Enter> キーを押す前に <Esc> キーを押すと入力を取り消せます。

　 　未入力の場合は ” Password Disabled” ダイアログを表示し ます。 そのまま <Enter> キーを押すと以後はパスワー

ドの入力を要求されません。

　 　 １～８文字のパスワー ド を入力する と確認のために ” Confirm Password”ダイアログが出ますので再度パス

　 　ワー ド を入力し て く だ さい。 最初のパスワー ド と異なる と き、 再び Enter Password: ダイアログから入力を要求

されます。

正し く パスワー ド を登録できたら、 セクシ ョン ３ ． Advanced BIOS Features の ” Security Option”の設定に

従いパスワー ドの入力を要求されるよ う にな り ます。 ” system” であればシステムの立ち上げ時と Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ

ト

ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動時に、 ” Setup” であればＣ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動時にパスワー

ド

を入力し ます。

　 　 メ モ

　 　 　パスワー ド を忘れた場合はＣ Ｌ Ｒ Ｔ Ｃ ジ ャ ンパで Ｃ ＭＯ Ｓの内容を消去し て く だ さい。

　 　 　 （第１章ステ ッ プ １ を参照し て く だ さい。 ）

セクシ ョ ン １ ０ 　 Ｐ Ｃ 　 Ｈ ｅ ａ ｌ ｔ ｈ 　＆　 Ｃ ｌ ｋ／Ｖ ｏ ｌ ｔ ａ ｇ ｅ

Ｓ Ｄ Ｖ Ｉ Ａ にはハー ド ウ ェ アモニ ターチ ッ プを搭載し ていますので、 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓは自動的に Ｃ Ｐ Ｕ温度、 Ｃ Ｐ Ｕ フ ァン

スピー ド、 Ｃ Ｐ Ｕ電圧、 マザーボー ドへの供給電圧といったシステムの健康状態を検知し ます。 Ｃ Ｐ Ｕの外部ク ロ ッ ク

（ ホス ト ク ロ ッ ク ）や稼動倍率を変更できます。



　 PC Health

　 　 CPU Warning Temperature
　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ  0 、 Ｃ Ｐ Ｕ  1 のいずれかの温度が指定の温度を超えた場合に警告音を鳴らし ます。

　 　 　選択肢 ： Disabled(Default) ， 50℃/122°F ， 53℃/127°F ， 56℃/133°F ， 60℃/140°F ，
63℃/145°F ， 66℃/151°F ， 70℃/158°F ，

　 Clk ／ Voltage
　 　 Auto Detect DIMM/PCI Clk
　 　 　

Enabled    Ｄ Ｉ ＭＭ／Ｐ Ｃ Ｉ ク ロ ッ ク を自動検出し ます。

Disabled(Default)   

　 　 Spread Spectrum

Enabled    スプレッ ド スベク ト ルの調整ができます。

Disabled(Default)   

　 　 CPU Host Clock (CPU/PCI)
　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕの外部ク ロ ッ ク (Front Side Bus) を選択し て く だ さい。

　 　 　選択肢 ： Default， １ ３ ３ ／ ３ ３ ＭＨ ｚ ， １ ３ ８／ ３ ４ ＭＨ ｚ ， １ ４ ０ ／ ３ ５ＭＨ ｚ ， １ ５ ０ ／ ３ ７ ＭＨ ｚ

　 　

CPU Ratio

　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕの稼動倍率を指定し て く だ さい。 外部ク ロ ッ クにこの倍率を乗じる と内部ク ロ ッ ク （ Ｃ Ｐ Ｕの稼動

ク ロ ッ ク ） にな り ます。

　 　 　選択肢 ： × ３ (Default) ， × ３ ． ５ ， × ４ ， × ４ ． ５ ， × ５ ， × ５ ． ５ ， × ６ ， × ６ ． ５

セクシ ョ ン １ １ 　 Ｅ ｘ ｉ ｔ

　 Save & Exit Setup
　 　 こ こ で <Enter> キーを押すと以下のメ ッ セージが現れます。

　 　 　 Ｓ Ａ Ｖ Ｅ 　 ｔ ｏ 　 Ｃ ＭＯ Ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｅ Ｘ Ｉ Ｔ 　 （ Ｙ／Ｎ ）？

　 　 “ Y” を入力し て <Enter> キーを押すと変更し た設定を Ｃ ＭＯ Ｓのメ モ リ に保存し ます。 電源を切っても内容は

　 　保持されます。 次回起動時、 Ｂ Ｉ Ｏ ＳはＣ ＭＯ Ｓ に保存された内容を基にシステムを再設定し ます。

Exit Without Saving
こ こ で <Enter> キーを押すと以下のメ ッ セージが現れます。

　 　 　 Ｑ ｕ ｉ ｔ 　Ｗ ｉ ｔ ｈ ｏ ｕ ｔ 　 Ｓ ａ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 （ Ｙ／Ｎ ）？

　 　 “ Y” を入力し て <Enter> キーを押すと変更し た設定を保存せずに Ｃ ＭＯ Ｓ セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を終了

し ます。 次回起動時には前回保存し た内容でシステムを設定し ます。

第３章 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓのア ッ プデー ト

この章ではＡ ｗ ａ ｒ ｄ 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓのア ッ プデー ト方法を説明し ます。 こ こではア ッ プデー ト後の新しいＢ Ｉ Ｏ Ｓ ファ

イル名を ｎ ｅ ｗ ｂ ｉ ｏ ｓ ． ｂ ｉ ｎ と表記し ていますが、 ファイル名はＢ Ｉ Ｏ Ｓのバージ ョ ンによ り異な り ます。 適宜

実際のファイル名に読み替えて く だ さい。 ア ッ プデー ト前の古いＢ Ｉ Ｏ Ｓ ファイル名は ｏ ｌ ｄ ｂ ｉ ｏ ｓ ． ｂ ｉ ｎ と表

記し ています。 こちらは任意のファイル名に読み替えて く だ さい。

ア ッ ブデー ト ・ユーテ ィ リ テ ィ の ａ ｗ ｄ ｆ ｌ ａ ｓ ｈ ． ｅ ｘ ｅ で Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ ファイル名を入力し ます。 フ ァイル名は大文

字で も小文字でも構いません。

事前準備



ア ッ プデー ト を行う には以下の ２ つのフ ァイルが必要です。

Ａ ．新しいＢ Ｉ Ｏ Ｓのバイナリ ファイル （例 ： ｎ ｅ ｗ ｂ ｉ ｏ ｓ ． ｂ ｉ ｎ ）

Ｂ ．ア ッ プデー ト ・ユーテ ィ リ テ ィ （ ａ ｗ ｄ ｆ ｌ ａ ｓ ｈ ． ｅ ｘ ｅ ）

※最新のファイルはＲ Ｉ ＯＷＯＲ Ｋ ＳのＷＥ Ｂサイ トからダウンロー ド できます。

　

Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの書き換えにフ ロ ッ ピーデ ィ ス ク を使う こ と を前提にその方法を説明し ます。

１ ．起動デ ィ スク を作成し て く だ さい。

　 　

　 　 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ ９ ５／９ ８の場合

スプローラ で Ａ ド ラ イブを右ク リ ッ ク し て 「フォーマ ッ ト 」 を選び 「システムファイル」 でフォーマ ッ ト

を開始し て く だ さい。 またはス ター ト ボタ ンの 「フ ァイル名を指定し て実行」 に ” format  a:  /s” と入力し

て 「ＯＫ」 ボタ ンを押し て く だ さい。

　 　 　 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓＭ ｅの場合　

ス ター ト ボタ ンから 「設定」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「アプ リ ケーシ ョンの追加と削除」 アイ コ ン→

「起動デ ィ スク」 タ ブで起動デ ィ スク を作成し て く だ さい。 その後、 エクスプローラ で Ａ ド ラ イブを開き

Ｅ Ｄ Ｂ ． Ｃ Ａ Ｂ ファイルと Ｋ Ａ Ｎ Ｊ Ｉ １ ６ ． Ｆ Ｎ Ｔ ファイルを削除し て く だ さい。

これはＢ Ｉ Ｏ Ｓのア ッ プデー ト のためだけに使います。 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓＭ ｅの起動デ ィ ス ク と し ては使え

ませんのでご注意 く だ さい。

２ ．起動デ ィ スクに Ａ ｕ ｔ ｏ ｅ ｘ ｅ ｃ ． ｂ ａ ｔ ファイルまたはＣ ｏ ｎ ｆ ｉ ｇ ． ｓ ｙ ｓ ファイルがあれば削除し て く

だ さい。

　 ３ ．上記の ２ つのフ ァイルＡ ． Ｂ ．を起動デ ィ ス クにコ ピーし て く だ さい。

これで Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ を書き換える準備は完了です。

警告

　 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓのア ッ プデー ト を し ている最中には絶対に本体の電源を切断し ないで く だ さい。 書き込みに失敗する と

　 　 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓは消失し、 システムが起動し な く な り ます。 万が一Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの書き込みに失敗し た場合は新しいフ ラ ッ

シュ Ｅ Ｐ ＲＯＭに交換し なければな り ません。

プログラムの実行

１ ． 作成し た起動デ ィ ス クからシステムを立ち上げて く だ さい。 このと き メ モ リ マネージ ャ等のアプ リ ケ

ーシ ョ

ンを実行し ないよ う に注意し て く だ さい。 ア ッ プデー ト ユーテ ィ リ テ ィ はプロテ ク ト モー ド では正常に動作

し ません。

メ モ

　 ＥＭＭ ３ ８ ６ またはＱ ＥＭＭを読み込むとエラー メ ッ セージが現れア ッ プデー ト は正し く行えません。

２ ． コマン ド プロンプ ト が現れたら ａ ｗ ｄ ｆ ｌ ａ ｓ ｈ と入力し て <Enter> キーを押し て く だ さい。

　 　 　 　 　 　 A:\>awdflash      <Enter>

　 　 ３ ． File Name to Programの反転部分に新しいＢ Ｉ Ｏ Ｓのバイナリ ファイル名 （例 ： ｎ ｅ ｗ ｂ ｉ ｏ ｓ ． ｂ ｉ ｎ ） を入

力し て <Enter> キーを押し て く だ さい。

       　 　

　 　 　 　 　 　 　 FLASH MEMORY WRITER v7.12A
　 　 　 　 (C)  Award Software 1999 All Rights Reserved

   
       Flash Type - 



 File Name to Program:  sdvia130.bin          

Error Message: 

　 　 ４ ．画面下部のError Message欄にのメ ッ セージが現れます。

　 　 　 　 　 Do You Want to Save BIOS (Y/N)

　 　 　 　現在のＢ Ｉ Ｏ Ｓ を保存する場合はＹ を入力し て ５に進んで く だ さい。

　 　 　 　現在のＢ Ｉ Ｏ Ｓ を保存し ない場合はＮを入力し て ６ に進んで く だ さい。

　 　 ５ ．現在のＢ Ｉ Ｏ Ｓ に名前をつけて保存し ます。 File Name to Programの反転部分に任意のファイル名

　 　 　 　 （例 ： ｏ ｌ ｄ ｂ ｉ ｏ ｓ ． ｂ ｉ ｎ ） を入力し て <Enter> キーを押し て く だ さい。 保存先は新しいＢ Ｉ Ｏ Ｓ ファ

　 　 　 　 イルと同じデ ィレク ト リ にな り ます。 この例の場合はフ ロ ッ ピー ド ラ イブのルー ト デ ィ レク ト リ （ ａ ：￥ ）

　 　 　 　です。

　 　 　 　 　 　 　 FLASH MEMORY WRITER v7.12A
　 　 　 　 (C)  Award Software 1999 All Rights Reserved

   
        Flash Type – WINBOND 29C020 /5V

 File Name to Program:   sdvia130.bin         

File Name to Save       :   oldbios.bin            

Error Message: 

　 　 ６ ．画面下部のError Message欄に以下のメ ッ セージが現れます。

　 　 　 　 　 　 Are You sure to program (Y/N)

　 　 　 　ア ッ プデー ト をキャ ンセルする場合はＮを入力し て く だ さい。 コマン ド プロンプ ト にもどり ます。

　 　 　 　ア ッ プデー ト を行う場合はＹを押し て く だ さい。 ア ッ プデー ト が完了する と以下のメ ッ セージを表示し ます。

　 　 　 　 　 　 　 FLASH MEMORY WRITER v7.12A
　 　 　 　 (C)  Award Software 1999 All Rights Reserved

   
        Flash Type – WINBOND 29C020 /5V

 File Name to Program:   sdvia130.bin       
　 　 　 　 　 　 Checjsum : FD4AH 　

Programming Flash Memory – 3FFFF  OK     

 F1  Reset     F10  Exit



　 　 　 　  Programming Flash Memory  -  3FFFF  OK

　 　 　 　完了後は <F1> キーを押し て再起動し て く だ さい。

コマン ド ラ イ ンパラ メ ータ

ＤＯ Ｓのコマン ド ラ イ ンからパラ メ ータ をつけてア ッ プデー ト ・ユーテ ィ リ テ ィ を実行する こ と もできます。

この説明はＡ ｗ ａ ｒ ｄ 　 ｆ ｌ ａ ｓ ｈア ッ プデー ト ・ユーテ ィ リ テ ィ 　バージ ョン ７ ． １ ２ Ａ を前提に し ています。

パラ メ ータ （ スイ ッ チ と もいいます ） の一覧を表示するにはコマン ド ラ イ ンから 　 awdflash  /? 　 と入力し て

<Enter> キーを押し て く だ さい。

Awdflash 7.12  (C)Award Software 1999 All Rights Reserved

Usage:  AWDFLASH [FileName1] [FileName2] [/<SW>[/<SW>…]]
    FileName1 :  Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ を書き換えるための新しいバイナリ ファイル名     

   　 　 FileName2 :  現在のＢ Ｉ Ｏ Ｓ を保存するためのバイナリ ファイル名

 <Switches>        
      ? : パラメータ一覧を表示する
    py : ＢＩＯＳを書き換える pn: ＢＩＯＳを書き換えない     
    sy : 現在のＢＩＯＳを保存する Sn: 現在のＢＩＯＳを保存しない
    sb : BootBlock の書き換えをスキップする sd: DMI データを保存する
    cp : 書き換え後 PnP(ESCD)データをクリアする
    cd : 書き換え後DMI データをクリアする
    cc : 書き換え後 CMOS データをクリアする 
     R : 書き換え後システムを再起動する
Tiny : メモリの占有領域を減らす
     E : 書き換え後ＤＯＳに戻る
     F : 元のＢＩＯＳのフラッシュルーチンを使って書き換える

   LD : 書き換え後１回目の起動時には CMOS チェックサムと No Systemエラーを 無視する
CskXXXX:  バイナリファイルのチェックサムがＸＸＸＸであるかを比べる                

例  :  AWDFLASH sdvia130.bin /py/sn/cd/cp/csk2635

例１

　現Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ を ” oldbios.bin” とい う名前で保存し、 新Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ ” newbios.bin” を書き込むには次のよ う に入力し て

く だ さい。

　 　 　 Awdflash  newbios.bin  /py  oldbios.bin  /sy

例２

現Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ を保存せず、 新Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ ” newbios.bin” を書き込むには次のよ う に入力し て く だ さい。

　 　 　 Awdflash  newbios.bin  /sn

　実行後以下のメ ッ セージが出たら Ｙを押し て く だ さい。

　 　 　 　 Are  you  sure  to  program  (Y/N )

例３

現Ｂ Ｉ Ｏ Ｓの保存のみを行う場合は次のよ う に入力し て く だ さい。

　 　 　 Awdflash  /pn  oldbios.bin 

　実行後以下のメ ッ セージが出たら Ｙを押し て く だ さい。

　 　 　 　 Do  you  want   to save  
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